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目標達成計画 作成日：　平成　２７年　１２　月　２４　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 10

家族へのアンケートを実施しておらず、面談を介し
て対応している状況である。家族の想いは千差万
別のため家族から核心的な意見が尊重されてい
るか否かが課題である。

アンケート調査後、事業所内での質の向
上を行っていく。

年１回開催の家族会において、アンケート実施の
提案を行う。了承が得られた後、アンケート実施。
結果内容の課題分析を行う。現状において、でき
る事できない事を踏まえ事業計画に盛り込み、目
標に掲げ、取り組んでいく。また、定期的に評価を
行い目標達成につなげていく。

6ヶ月

2 11.1

入居者の重度化に伴い外来受診時の体力的負担
が増している。家族の意向を踏まえ適切な医療機
関への受診及び職員の精神的負担軽減が行える
かが課題。

入居者各自の体力面を踏まえ往診ないし
近隣医療機関での外来受診への変更を
目標に取り組んでいく。

家族へは、入居者各自の体力的負担を踏まえつ
つ家族の想いも鑑み安心して医療を受けられる
環境作りを行っている。また、医師間での連携等
もあり。その点においては十二分な配慮を行う予
定。入居者の方へかかわるすべての人が不安を
招かないよう支援を行っていく。

6ヶ月

3 36.4

職員間で入居者支援に温度差が見られる事が
課題。

事業所の理念を再確認しつつ入居者
各自の対応を心がけていく。

事業所内での秩序の確立。入居者への対応を行
う配慮の継続。職員各自に意識づけを適宜行って
いく。また、献立等においても嗜好を踏まえ季節
感の演出を行い、献立表の振り返りを月１回行っ
ていく。

１ヶ月

4 52.5

環境面及び物品管理への課題 入居者の安全確保を第一と考え環境
整備を行う。

必要物品等の洗い出しを定期的に行っていく。ま
た、職員及び家族へ事業所内の環境不備等のア
ンケートを踏まえ備品購入の検討を諮り対応を
行っていく。

６ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組
む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

事業所名：　グループホームふれあい家族の家


